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山
地
災
害
の
多
い
国
土

　
日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複
雑

な
地
形
を
し
て
お
り
、
川
幅
は
狭
く
、
急
流

が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
陸
プ

レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
地
震
や
火
山
活
動
も
活
発
で

あ
り
、
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど

山
地
災
害
の
危
険
を
常
に
抱
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
年
間
降
雨
量
は
約

1
，
7
0
0
ミ
リ
で
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の

約
２
倍
と
き
わ
め
て
雨
が
多
く
、
特
に
梅
雨

期
や
台
風
の
時
な
ど
に
は
局
地
的
な
集
中
豪

雨
が
起
こ
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
ど
け
期
に
は
河

川
の
増
水
や
な
だ
れ
の
危
険
も
高
く
な
り
ま

す
。
加
え
て
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

影
響
等
に
よ
り
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
る
我
が
国
で
は
山

崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
山
地
災

害
が
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
自
ら

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
防

災
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
そ
こ
で
林
野
庁
で
は
、
５
月
20
日
㈫
〜
６

月
30
日
㈪
に「
山
地
災
害
に
備
え
る
」を
合
い

言
葉
に「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

実
施
し
、
各
都
道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し

て
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止
や
被
害
の
軽
減

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
毎
年
約
2
，
3
0
0
カ
所︵
平
成
21

年
～
25
年
の
５
カ
年
の
平
均
︶も
の
山
地
災
害
が
発

生
し
、
人
命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
毎
年
、
山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す

い
梅
雨
の
時
期
に
国
民
の
皆
様
に
山
地
災
害
防
止

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に﹁
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂を
実

施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成25年７月　梅雨前線豪雨によりJR・県道等が
被災（島根県津和野町）

平成25年9月　台風18号により人家・市道等が被災（福井県小浜市）

平成26年度　山地災害防止キャンペーンポスター
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主
な
活
動
内
容

　
ま
ず
、「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
の
理
解
を
促
す
よ
う
、
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
標
語
は「
伝
え
た
い　

土
砂
の

怖
さ
と　

治
山
の
役
目
」で
す
。
各
都
道
府

県
と
市
町
村
で
は
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止

等
を
目
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
を
紹
介

し
た
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
治
山
事

業
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
治

山
事
業
施
行
地
の
見
学
会
等
を
開
催
し
、
防

災
意
識
の
普
及
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
安
林（
※
）の
機
能
を
損
な
う

無
断
転
用
等
を
防
止
す
る
た
め
、
保
安
林
制

度
の
周
知
や
保
安
林
の
巡
視
な
ど
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
周
知

　
山
地
災
害
に
よ
る
被
害
発
生
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が

日
頃
か
ら
身
近
に
あ
る
山
崩
れ
や
土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所

や
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
避
難
場
所
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
各
都
道
府
県
等
で
は
、
山
地
災
害
発
生
の

※　
保
安
林
と
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
の
崩

壊
そ
の
他
災
害
の
防
備
、
生
活
環
境
の
保
全
・

形
成
等
、
特
定
の
公
共
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
る
森
林
で
す
。
保
安
林
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
の
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
の
変
更

等
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

治山事業による崩壊地の復旧状況（佐賀県伊万里市）

山地災害防止パンフレットより

お
そ
れ
が
あ
る
場
所
を「
山
地
災
害
危
険
地

区
」と
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
情
報
を
避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
災
活
動
や
避
難

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
は
、

こ
う
し
た
情
報
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
警
戒
避
難
に
も

寄
与
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

地元幼稚園児を対象とした
治山教室（石川県）

地元中学生を対象とした
現地説明会（徳島県）
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